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円の内部移動・３ 

 

 １辺が２５㎝の正方形ＡＢＣＤから，３辺の長さが２５㎝・２０㎝・１５㎝の直角三角形ＢＣＥを切り取

って，下の図の五角形ＡＢＥＣＤをつくります。五角形の辺にそって，半径２㎝の円Ｏが五角形の内部を一

周するとき，円Ｏが通過する部分の面積を求めなさい。円周率は３.１４とします。 
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円の内部移動・３ ３２８.２６㎝２ 

 

 円は図①のように五角形の内部を通過します。内角が直角と○印および●印の角の三角形は，３辺の長さ

の比が１５：２０：２５＝３：４：５の直角三角形となることから，太線で囲んだ四角形と円を組みあわせ

ると，図②のようになり，図②の三角形は図③の三角形と相似になります。図③において円の半径□㎝は， 

（３＋４＋５）×□×
１

２
＝６（㎝２）という式が成り立つことから，□＝１となります。図③と図②の三角

形の相似比は，円の半径の長さの比である１：２ですから，図②の三角形の３辺の長さは，６㎝・８㎝・ 

１０㎝になります。よって，ア＝６－２＝４（㎝），イ＝８－２＝６（㎝）です。 

 

   図①                     図② 

 

 

 

 

 

図③ 
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 続いて，図④のウ，エの長さを求めます。あみ目部分の三角形も斜線部分の三角形も４：２＝２：１の相

似形になっているので，ウ＝６㎝，エ＝４㎝です。 

 

   図④                    図⑤ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 以上より，図⑤において円が通過する部分の面積を求めます。影をつけた部分の面積は， 

（２５＋９＋３＋１２＋１３）×４－（４×４－２×２×３.１４）÷２＝２４６.２８（㎝２）， 

あみ目の部分は台形に分けて，（２＋４）×６×
１

２
×２＋（２＋４）×４×

１

２
×２＝６０（㎝２）， 

斜線部分の面積は，２×２×３.１４×
２７０

３６０
＋４×４×３.１４×

９０

３６０
＝２１.９８（㎝２）となるので， 

円が通過する部分の面積は，２４６.２８＋６０＋２１.９８＝３２８.２６（㎝２）です。 
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